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聴覚障害者　＝　手話　と思っていませんか？
手話のわからない聴覚障害者もたくさん居ます！
要約筆記は、音声情報を文字に変換して伝える通訳です手書きやパソコンでの文字入力によって、音声情報を３０％～６０％程度に要約して通訳します。難聴者・中途失聴者などの手話の分からない聴覚障害者にとっては耳代わりとなる通訳手段です。
文字の都仙台は、パソコンによる要約筆記を行い、
聴覚障害者をサポートしています。
パソコン要約筆記をつけて聴覚障害者も楽しめる開かれたイベントにしましょう





ご利用方法
公的派遣（ご利用料金はかかりません）
　聴覚に障害のある方は、公的派遣制度が利用できます。下記の窓口に申請をしてください。
　市町村での派遣実績がない場合や申請方法がわからない方は、文字の都仙台にどうぞご相談ください。

直接依頼（有料）

講演会等のイベントに字幕をつける場合は、規定の料金（3時間20,000円＋交通費）にてご依頼を承ります。
ご予算がない場合も、出来る限り対応いたします。聴覚障害者団体主催の場合は特別割引可能。

お気軽にご相談ください。

　
先進の情報伝達バリアフリー


利用者の立場にたった情報保障活動


聴覚障害者・難聴者と共に活動する組織





パソコン要約筆記


文字の都仙台





文字の都仙台事務局


〒984-0012　仙台市若林区六丁の目中町19-15-902（山口方）


TEL/FAX　022-288-3979 　e-mail　mojimi@plusvoice.net





http://mojimide.gozaru.jp








仙台市にお住まいの方　財団法人仙台市身体障害者福祉協会　


〒980-0022　宮城県仙台市青葉区五橋二丁目１２番２号


電話：022-266-0294　FAX：022-266-0292





仙台市以外の方　　　　各市町村の窓口でお問い合わせください





パソコン要約筆記～スクリーン表示タイプ


４名程度の入力者が、音声をパソコンで高速入力し、スクリーンにプロジェクタを用いて映し出す方法です。少人数から大人数まで対応できます。話し言葉の７割程度を文字化できるので、大きな会場での通訳手段に適しています。








主な活動


　・第1回全国障害者スポーツ大会でのパソコン入力による情報保障


　　（開会式・閉会式、陸上競技、バレーボール、卓球）【平成13年】


　・大江健三郎講演会・大江光コンサート（イズミティ21）【平成13年】


　・補聴器セミナー・人工内耳セミナー（仙台市福祉プラザ）【平成14年～】


・県内外での要約筆記奉仕員養成講座での講師派遣


・県内全域での要約筆記通訳者公的派遣


その他　各種イベントにて年間40件以上の通訳活動を行っています





パソコン要約筆記～ノートテイク


パソコン入力によるノートテイクは、ノートパソコンを持参し、利用者の隣でパソコンにより情報保障を行なう方法です。利用者が一人で会議に出席する場合や、耳の不自由な学生が大学などで授業を受ける際に利用されています。











